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西洋史論集
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は
じ
め
に

野
　
呂
　
有
　
里

　
中
世
後
期
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
（
以
下
、
帝
国
）
に
関
す
る
研
究
は
多
岐
に
わ

た
る
。
な
か
で
も
、
国
王
あ
る
い
は
皇
帝
と
そ
の
他
の
帝
国
構
成
員
の
関
係
は
重

要
な
テ
ー
マ
の
］
つ
で
あ
る
。
本
書
も
、
国
王
・
皇
帝
と
選
帝
侯
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し
　

そ
の
他
の
帝
国
構
成
員
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、
そ
の
際
「
政
治
的

異
見
表
明
（
吻
。
同
量
8
冨
O
篭
。
ω
駐
。
昌
）
」
と
い
う
独
自
の
視
角
か
ら
こ
の
両
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ご

関
係
を
新
た
に
整
理
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　
著
者
は
ま
ず
、
独
自
の
視
角
で
あ
る
「
政
治
的
異
見
表
明
」
に
つ
い
て
概
念
規

定
を
行
な
う
。
こ
の
「
政
治
的
異
見
表
明
」
と
い
う
語
は
「
政
治
」
と
「
異
見
表

明
」
に
分
け
て
定
義
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
「
政
治
」
と
は
「
公
的
生
活
の

形
成
を
目
指
し
た
行
動
」
で
あ
り
（
本
書
一
二
頁
）
、
「
異
見
表
明
」
と
は
、
「
現

行
の
支
配
的
な
統
治
、
あ
る
い
は
支
配
的
に
統
治
を
行
な
っ
て
い
る
党
派
へ
の
対

立
（
O
o
－
α
q
o
二
心
）
」
で
あ
り
、
「
同
時
に
こ
の
対
立
を
行
な
う
主
体
は
、
グ
ル
ー

プ
、
あ
る
い
は
あ
る
統
治
に
対
置
し
て
い
る
政
治
的
勢
力
の
総
体
で
あ
る
」
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
本
書
＝
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
自
身
は
「
政
治
的
異

見
表
明
」
と
い
う
形
で
定
義
し
て
い
な
い
の
だ
が
、
先
に
述
べ
た
定
義
を
併
せ
て

考
え
る
と
、
「
政
治
的
異
見
表
明
」
と
は
、
「
公
的
生
活
の
形
成
を
標
榜
し
な
が
ら
、

個
々
人
、
グ
ル
ー
プ
、
分
派
（
噌
銭
亀
、
派
閥
（
罪
疑
坤
自
）
が
行
な
う
現
行
の

政
治
体
制
へ
の
異
議
申
し
立
て
（
≦
陣
島
0
叫
ω
響
住
）
あ
る
い
は
敵
対
（
Q
o
鵯
。
円
㎝
。
冨
陣
）
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
異
見
表
明
」
は
一
九
世
紀
以
来
「
自
由
民
主
主
義
の

本
質
的
構
成
要
素
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
と
き
ど
き
の
政
治
体
制
に
お
け

る
抵
抗
権
（
薯
凶
島
0
聴
匂
Q
叫
喰
9
臣
鳥
ω
門
O
O
ぽ
酔
）
と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
著
者
は

こ
の
「
政
治
的
異
見
表
明
」
と
い
う
視
角
を
ド
イ
ツ
の
中
世
後
期
に
も
あ
て
は
め

る
。
「
政
治
的
異
見
表
明
」
の
最
も
先
鋭
化
さ
れ
た
形
で
あ
る
国
王
廃
位
に
つ
い

て
考
え
て
み
よ
う
。
国
王
廃
位
と
い
う
も
の
は
確
か
に
中
世
初
期
に
も
行
な
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
時
代
に
「
異
見
表
明
」
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
後
期
、
特
に
一
四
〇
〇
年
の
国
王
廃
位
は
、
「
帝

国
全
体
の
利
益
の
た
め
に
」
、
つ
ま
り
、
公
的
生
活
の
形
成
を
目
指
し
て
行
わ
れ

た
と
い
う
点
で
「
政
治
的
」
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
「
政
治
的
異
見
表
明
」
を
中

世
後
期
と
い
う
時
代
に
即
し
て
、
「
個
々
の
帝
国
構
成
員
あ
る
い
は
そ
の
グ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

プ
が
帝
国
首
長
（
圃
。
陣
畠
。
・
。
げ
2
黄
桃
酔
）
の
考
え
方
や
目
的
に
異
議
を
申
し
立
て

（
三
島
。
暮
器
魯
窪
）
、
独
自
に
政
策
の
実
現
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
王

（
δ
鼠
。
。
畠
臼
圏
。
説
α
。
）
の
政
治
に
対
す
る
批
判
を
表
明
し
た
行
動
や
態
度
」
（
本
書

一
三
頁
）
と
述
べ
る
。

　
本
書
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
概
念
規
定
の
後
に
、
具
体
的
な
考
察
の
素

材
が
提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
は
、
一
四
〇
〇
年
の
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル

一50一



介紹

の
廃
位
と
、
こ
の
国
王
廃
位
が
も
た
ら
す
長
期
的
な
影
響
を
、
こ
の
国
王
廃
位
を

実
行
し
た
選
帝
侯
団
を
中
心
に
据
え
、
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
が
親
政
を
開
始
し
た

＝
二
七
八
年
か
ら
、
一
四
三
八
年
の
国
王
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
の
選
出
ま
で
を
考
察
す

る
。　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章
一
導
入

第
二
章
　
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
も
と
で
の
政
治
的
異
見
表
明

第
三
章
　
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
も
と
で
の
政
治
的
異
見
表
明

第
四
章
一
国
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
も
と
で
の
政
治
的
異
見
表
明

第
五
章
一
展
望
－
選
帝
侯
に
よ
る
中
立
と
、
一
四
三
八
年
の
国
王
ア
ル
プ
レ

　
　
　
　
ヒ
ト
の
選
挙

紳
弔
↓
ハ
土
早
　
結
孤
柵

　
さ
て
、
構
成
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
本
書
は
各
国
王
の
治
世
に
お
け
る

「
政
治
的
異
見
表
明
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
ま
ず
、

各
国
王
の
治
世
に
お
け
る
「
政
治
的
異
見
表
明
」
の
あ
り
方
を
本
書
に
即
し
て
概

観
し
、
次
に
、
著
者
が
示
し
た
結
論
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
若
千
の
コ

メ
ン
ト
を
添
え
る
こ
と
で
本
書
の
紹
介
と
し
た
い
。

　
　
各
團
王
に
対
す
る
「
政
治
的
異
見
表
明
」

　
（
　
）
国
王
ヴ
エ
ン
ツ
ェ
ル
の
治
世

　
一
三
七
八
年
皇
帝
カ
ー
ル
四
世
が
死
去
し
、
帝
国
の
統
治
は
、
そ
の
息
子
で
あ

る
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
一
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同

年
に
は
大
シ
ス
マ
が
生
じ
、
さ
ら
に
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
家
領
で
あ
る
べ
…
メ

ン
王
国
も
不
安
定
な
状
況
に
あ
っ
た
。
同
時
に
二
つ
の
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ

た
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
は
、
親
政
を
開
始
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帝
国
の
統
治

を
十
分
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
帝
国
首
長
が
帝
国
に
関
す
る
問
題
に
十
分
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
判
明
す
る

と
、
早
く
も
一
三
八
○
年
代
半
ば
か
ら
帝
国
構
成
員
が
国
王
に
対
す
る
「
反
抗
」

を
示
し
た
。
こ
の
「
反
抗
」
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
が
、
一
三
九

四
年
の
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
捕
縛
で
あ
る
。
国
王
の
捕
縛
と
い
う
事
態
に
よ
っ

て
、
国
王
を
捕
ら
え
た
者
が
新
た
に
王
位
を
要
求
し
、
帝
国
を
機
能
不
全
に
陥
れ

る
可
能
性
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
、
選
帝
侯
は
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
国
王
の
捕

縛
事
件
を
解
決
す
る
た
あ
に
自
律
的
に
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
よ
う
な
会
議
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

研
究
上
「
国
王
不
在
の
会
議
（
隠
α
臨
α
Q
。
。
國
。
。
。
霞
岳
陶
σ
q
）
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
と

き
以
降
、
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
た
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
「
国
王
不
在
の
会
議
」

で
二
つ
の
点
に
注
目
す
る
。

　
第
一
に
、
一
三
九
四
年
段
階
で
の
選
帝
侯
団
の
政
策
の
方
向
性
で
あ
る
。
こ
の

と
き
選
帝
侯
団
は
、
国
王
を
捕
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
王
位
を
要
求
す
る

者
を
退
け
、
選
帝
侯
の
関
与
な
し
に
新
た
な
国
王
が
選
出
さ
れ
得
な
い
こ
と
を
表

明
し
た
。
結
果
的
に
選
帝
侯
団
は
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
を
擁
護
し
た
の
で
あ
り
、
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西洋史論集

こ
の
時
点
で
は
、
選
帝
侯
団
が
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
に
対
す
る
「
反
抗
」
や
、
ヴ
ェ

ン
ツ
ェ
ル
の
廃
位
を
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
特
に
＝
二
九
七
年
以
降
の
「
国
王
不
在
の
会
議
」
の
性
格
の
変
化
で

あ
る
。
一
三
九
七
年
の
会
議
に
お
い
て
選
言
書
画
は
、
＝
二
九
四
年
の
会
議
と
は

異
な
り
、
大
シ
ス
マ
と
帝
国
政
治
に
お
い
て
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
が
主
導
権
を
発
揮
し

な
い
こ
と
に
は
っ
き
り
と
不
満
を
表
明
し
た
。
そ
の
他
の
帝
国
構
成
員
が
選
帝
高

詠
に
よ
る
「
国
王
不
在
の
会
議
」
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
選
帝
侯
団
の
政
策
に
従

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
選
帝
侯
団
は
帝
国
構
成
員
に
会
議
へ
の

参
加
を
広
く
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
帝
侯
団
が
主
導
す
る
「
国
王
不
在

の
会
議
」
の
正
当
化
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
会
議
へ
参
加
す

る
者
が
増
え
る
に
従
っ
て
、
こ
の
会
議
は
国
王
に
よ
る
集
会
と
競
合
す
る
よ
う
な

状
態
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
着
目
し
た
著
者
は
、
「
国
王
不
在
の
会
議
」
が
国
王

を
補
佐
あ
る
い
は
補
完
す
る
も
の
か
ら
、
国
王
抜
き
で
も
っ
ぱ
ら
選
当
量
の
独
断

に
よ
り
帝
国
政
治
を
担
う
も
の
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
会
議
は
帝
国
構
成
員
が
広
く
参
加
し
て
い
る
中
で
王
権
と
は
別
に
政
治
を
行

な
う
場
に
な
っ
た
と
著
者
は
指
摘
し
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
「
国
王
不
在
の
会
議
」

の
時
代
を
、
「
帝
国
議
会
の
成
立
期
」
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
著
者
の

評
価
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
さ
ら
に
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
「
無
為
の
王
」
と
し
て
評
価
さ

れ
て
き
た
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
対
応
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。
国
王
ヴ
ェ

ン
ツ
ェ
ル
は
廃
位
に
対
し
て
何
も
対
策
を
講
じ
な
か
っ
た
と
い
う
従
来
の
評
価
に

対
し
て
、
著
者
は
、
彼
が
一
三
九
〇
年
代
か
ら
の
「
国
王
不
在
の
会
議
」
や
そ
の

後
の
国
王
廃
位
に
対
抗
し
て
何
度
も
会
議
を
召
集
し
、
帝
国
構
成
員
に
自
分
の
存

在
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
廃
位
後
も
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ

ル
を
支
持
す
る
者
が
存
在
し
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
国
王
と
い
う
存
在
が
帝
国
内

で
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
行
動
の
正
当
性
や
王

権
そ
の
も
の
が
持
つ
正
当
性
が
揺
る
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
た
め
詩
心

侯
団
は
国
王
廃
位
の
正
当
化
に
努
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
選
帝
侯
団
が
発
布
後

間
も
な
い
金
印
勅
書
や
「
帝
国
の
安
寧
」
と
い
う
理
由
付
け
を
用
い
ら
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
選
帝
侯
団
に
よ
る
廃
位
が
正
当
性
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
三
）
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
治
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ご

　
続
い
て
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
廃
位
に
関
与
し
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
選
激
憤
で
あ
り
、
新

た
に
国
王
に
選
出
さ
れ
た
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
治
世
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ル
ー
プ
レ

ヒ
ト
は
自
身
の
治
世
を
、
自
ら
が
正
当
な
国
王
で
あ
る
と
証
明
す
る
こ
と
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
治
世
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
は
、

治
世
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
た
「
帝
国
首
長
と
し
て
承
認
さ
れ
る
」
た
め
の
様
々
な

行
動
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
前
」
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
こ
そ
が
正
当
な
帝

国
首
長
で
あ
る
と
認
め
る
者
も
多
く
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
試
み
は
困
難
を
極
め
た
。

特
に
、
「
前
」
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
と
の
関
係
が
近
か
っ
た
帝
国
諸
都
市
や
帝
国

東
北
部
の
諸
侯
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
を
帝
国
首
長
と
し
て
承
認
し
な
か
っ
た
。
こ

の
点
か
ら
著
者
は
、
こ
の
時
期
の
帝
国
に
は
実
質
上
二
人
の
国
王
が
存
在
し
て
い

た
、
と
す
る
。

　
そ
れ
に
加
え
て
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
治
世
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
彼
が
国
王
選
出

の
際
に
と
り
か
わ
し
た
約
束
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
彼
は
国
王
に
選
出
さ
れ
る
際
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に
、
選
挙
人
で
あ
る
マ
イ
ン
ツ
、
ケ
ル
ン
、
ト
リ
ー
ア
の
三
人
の
大
司
教
に
対
し

て
、
教
会
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
、
ジ
ャ
ン
ガ
レ
ア
ッ
ツ
オ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ

の
ミ
ラ
ノ
大
公
任
命
を
取
り
消
す
こ
と
、
そ
し
て
「
前
」
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
に

よ
っ
て
課
さ
れ
た
ラ
イ
ン
地
域
の
関
税
を
廃
止
す
る
こ
と
を
約
束
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
前
任
者
で
あ
る
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
と
異
な
り
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
こ

の
約
束
を
果
す
た
め
に
迅
速
に
行
動
し
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
裏
目
に
出
る
こ
と

と
な
る
。
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
は
、
ジ
ャ
ン
ガ
レ
ア
ッ
ツ
オ
・
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
を
ミ

ラ
ノ
大
公
位
か
ら
退
か
せ
る
た
め
、
イ
タ
リ
ア
に
遠
征
し
た
が
失
敗
し
、
財
政
的

な
困
窮
を
招
い
た
。
さ
ら
に
、
ラ
イ
ン
地
域
の
関
税
政
策
に
関
し
て
、
ル
ー
プ
レ

ヒ
ト
は
そ
の
治
世
の
初
年
に
関
税
の
撤
廃
を
実
行
し
た
。
し
か
し
、
ル
ー
プ
レ
ヒ

ト
が
関
税
政
策
に
お
い
て
三
人
の
ラ
イ
ン
選
帝
侯
に
譲
歩
し
た
こ
と
に
、
そ
の
他

の
帝
国
諸
侯
や
帝
国
都
市
は
大
い
に
失
望
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
政
策
に
対
す
る
「
対
抗
」
は
、
様
々
な
諸
侯
や

都
市
に
よ
る
同
盟
の
形
を
と
っ
て
現
れ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
バ
ー
ゲ
ン
、

辺
境
伯
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
と
オ
ル
レ
ア
ン
公
ル
イ
と
の
連
合
（
幽
（
O
薗
獣
識
O
臣
）
と
、
マ

イ
ン
ツ
大
司
教
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
マ
ー
ル
バ
ッ
ハ
同
盟
で
あ
る
。
ル
ー
プ
レ

ヒ
ト
に
「
対
抗
」
す
る
こ
の
よ
う
な
連
合
や
同
盟
は
、
国
王
家
領
で
あ
る
プ
フ
ァ

ル
ツ
伯
領
で
行
な
わ
れ
た
政
治
を
め
ぐ
っ
て
共
に
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
と
対
立
し
て
い

た
。
と
り
わ
け
マ
ー
ル
バ
ッ
ハ
同
盟
は
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
廃
位
の
名
目
に
も
つ
な

が
る
「
平
和
の
維
持
と
全
体
の
必
要
」
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
同
盟
に
、

や
が
て
は
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
ほ
か
に
も
ケ
ル
ン
大
司
教
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、

ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
脅
威
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
に
は
教
会
問
題
に
関
し
て
も
困
難
が
生
じ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
の
と
き
、
教
会
問
題
を
め
ぐ
っ
て
帝
国
諸
侯
、
特
に
マ
イ
ン
ツ
大
司
教

と
意
見
の
違
い
が
生
じ
た
こ
と
は
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
と
き
の
よ
う
に
「
教
会
の

分
裂
を
解
決
す
る
こ
と
に
取
り
組
ま
な
い
」
と
認
識
さ
れ
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
を
廃

位
に
追
い
こ
み
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ル
…
ブ
レ
ヒ
ト
の
廃
位
と

い
う
可
能
性
は
、
改
め
て
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
に
ロ
ー
マ
王
と
し
て
行
動
す
る
可
能
性

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
と
異
な
る
政
治
的
立
場

に
あ
る
者
は
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
支
援
に
替
わ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
ル
ー
プ
レ
ヒ

ト
の
治
世
の
終
わ
り
頃
に
は
、
廃
位
後
も
一
貫
し
て
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
を
支
持
し
て

い
た
ザ
ク
セ
ン
と
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
の
ほ
か
に
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
も

ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
と
接
触
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
自
身
も
積
極
的
に

帝
国
政
治
へ
介
入
し
よ
う
と
様
々
に
試
み
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
王
権
に
と
っ
て
の
脅
威
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
自
身
の
死
に
よ
っ

て
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
と
な
る
。

　
（
三
）
国
蓋
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
治
世

　
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
死
に
伴
っ
て
行
な
わ
れ
た
国
王
選
挙
は
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ

ル
の
異
母
弟
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
王
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
と
、
そ
の
従
兄
弟
メ
ー
レ

ン
辺
境
伯
ヨ
プ
ス
ト
が
共
に
選
出
さ
れ
る
と
い
う
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
家
の
候
補

者
た
ち
に
よ
る
二
重
選
挙
と
な
っ
た
。
こ
の
二
人
は
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
を
正
当
な

国
王
で
あ
る
と
認
め
ず
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
廃
位
も
認
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
死
を
自
身
が
国
王
に
な
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

み
な
し
て
い
た
。
こ
の
二
重
選
挙
に
よ
り
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
も
ま
た
、
治
世
の
始

め
か
ら
自
身
の
王
権
の
正
当
化
に
努
め
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
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の
二
重
選
挙
の
翌
年
に
ヨ
プ
ス
ト
が
死
去
し
た
こ
と
で
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
王
権

の
正
当
化
は
容
易
に
な
る
か
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
↓
つ
ジ
ギ
ス

ム
ン
ト
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
が
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
兄
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
と

の
関
係
整
理
で
あ
る
。
著
者
が
注
目
す
る
の
は
、
一
四
一
六
年
の
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト

と
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
同
盟
（
剛
ぎ
お
毒
σ
Q
）
で
あ
る
。
こ
の
同
盟
で
は
、
二
人
が
共

に
ロ
ー
マ
王
と
い
う
称
号
を
用
い
、
諸
侯
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
王
と
呼
ば
れ
て
も
よ

い
こ
と
と
し
た
。
著
者
は
、
こ
の
取
り
決
め
で
興
味
深
い
の
は
、
国
王
と
皇
帝
が

二
人
の
人
物
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
帝
国
に
二
人
の
正
式
な
「
国
王
」

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
。

　
上
述
の
よ
う
に
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
が
自
身
の
王
権
の
正
当
化
を
図
る
中
で
、
最

終
的
に
一
四
一
九
年
の
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
死
で
も
っ
て
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
は
唯
一

の
国
王
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
と
き
に
は
す
で
に
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
に

対
す
る
「
政
治
的
異
見
表
明
」
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
「
政
治
的
異
見
表
明
」

は
、
た
と
え
国
王
で
あ
っ
て
も
、
フ
ス
派
に
援
助
を
行
な
っ
た
場
合
や
、
選
訳
膏

雨
の
権
利
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
攻
撃
を
す
る
と
取
り
決
め
た
］
四
二
四
年
の
ビ

ン
ゲ
ン
の
選
煮
冷
同
盟
（
圏
燭
『
く
0
『
0
凶
鵠
）
の
成
立
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
一
四
二

〇
年
代
に
入
っ
て
さ
ら
に
先
鋭
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
は
シ
ス
マ

を
解
決
に
導
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帝
国
構
成
員
は
彼
が
帝
国
内
の
案
件
を
ほ

と
ん
ど
顧
み
て
い
な
い
と
考
え
て
お
り
、
不
満
を
高
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
ジ
ギ

ス
ム
ン
ト
は
ト
ル
コ
と
紛
争
し
て
い
た
自
身
の
家
領
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
と
ど
ま
ら
ざ

る
を
え
ず
、
さ
ら
に
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
後
継
者
と
し
て
べ
ー
メ
ン
で
承
認
さ
れ

る
こ
と
に
も
失
敗
し
た
。
ま
た
、
フ
ス
派
の
軍
隊
の
帝
国
西
部
へ
の
進
軍
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
に
対
す
る
帝
国
内
の
不
満
を
招

い
た
。
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
自
身
も
帝
国
内
へ
赴
き
、
会
議
を
召
集
す
る
こ
と
で
帝
国

内
の
不
満
を
解
決
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
国
王
自
身
に
よ
る
対
策
の
遅

れ
は
、
選
帝
侯
団
を
中
心
と
し
た
帝
国
構
成
員
た
ち
に
よ
る
独
自
の
政
策
遂
行
へ

の
道
を
開
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
四
）
国
王
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
の
選
出

　
さ
て
、
以
上
の
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
王
に
対
し
て
様
々
な
種
類
の
「
政
治

的
異
見
表
明
」
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
書
の

第
五
章
に
あ
た
る
国
王
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
の
国
王
選
出
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
「
展

望
」
と
い
う
本
章
の
タ
イ
ト
ル
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
か
ら
ジ

ギ
ス
ム
ン
ト
に
至
る
「
政
治
的
異
見
表
明
」
の
一
つ
の
帰
結
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　
著
者
は
、
一
四
三
八
年
の
選
評
侯
団
に
よ
る
教
会
問
題
を
め
ぐ
る
決
定
に
注
目

す
る
。
こ
の
前
年
に
生
じ
た
公
会
議
と
教
皇
と
の
対
立
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
指

し
な
が
ら
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
は
死
去
し
、
国
王
位
は
空
位
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

空
位
期
間
に
、
選
士
侯
団
は
教
会
問
題
に
関
し
て
中
立
を
保
つ
こ
と
を
表
明
し
、

新
た
に
国
王
に
な
る
者
に
対
し
て
統
治
計
画
を
示
し
、
こ
の
計
画
に
従
う
者
を
国

王
に
選
出
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
望
み
を
叶
え
る
の
が
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
家
の
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
ニ
世
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
こ
の
一
連
の
出
来
事

か
ら
、
国
王
位
が
空
位
で
あ
っ
て
も
独
自
に
帝
国
の
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
の
で

き
る
勢
力
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
選
帝
侯
団
は
、
帝
国
首
長
が
帝

国
に
姿
を
現
さ
な
い
問
に
「
帝
国
に
対
す
る
責
任
」
を
自
覚
し
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト

の
死
に
伴
っ
て
国
王
位
が
空
位
に
な
っ
た
と
き
に
、
こ
の
「
帝
国
に
対
す
る
責
任
」
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を
自
覚
的
に
打
ち
出
す
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
選
帝
侯
団
が
こ
の
よ
う
な
自
覚
的

な
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
を
、
「
政
治
的
異
見
表
明
」
と
い
う
視

点
か
ら
す
る
と
、
非
常
に
重
要
な
帰
結
の
一
つ
で
あ
る
と
み
な
す
。

　
さ
ら
に
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
選
帝
侯
団
に
よ
る
自
覚
的
な
行
動
が
跳
躍
選
挙

の
終
了
と
い
う
観
点
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
際
著
者
が
注
目
す

る
の
は
、
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
が
国
王
に
選
出
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
。
選
帝
侯
団
は
ル
ー

プ
レ
ヒ
ト
の
よ
う
に
帝
国
の
中
心
部
に
家
領
を
持
つ
者
で
は
な
く
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ

ル
や
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
よ
う
に
、
帝
国
の
周
縁
や
外
部
に
あ
る
家
領
の
統
治
に
専

心
し
、
帝
国
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
ぎ
な
い
人
物
、
つ
ま
り
、
選
帝
侯
団

に
行
動
の
余
地
を
残
す
よ
う
な
人
物
を
、
国
王
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
が
選
帝
侯
団
の
考
え

に
沿
う
よ
う
な
国
王
候
補
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
王
位
・
皇

帝
位
が
定
着
す
る
上
で
重
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
團
王
と
帝
闘
構
成
員
の
関
係
変
化

　
本
節
で
は
、
著
者
の
結
論
を
確
認
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
著
者
は
、
こ
の

時
代
に
王
権
に
対
し
て
「
政
治
的
異
見
表
明
」
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
が
「
国
王
の

廃
位
」
に
ま
で
至
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
「
政
治
的

異
見
表
明
」
に
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、

「
国
王
不
在
の
会
議
の
開
催
」
、
「
帝
国
首
長
の
非
承
認
」
、
「
宮
廷
会
議
や
イ
タ
リ

ア
征
行
へ
の
不
参
加
（
倒
0
ヨ
び
剛
O
画
ぴ
O
鵠
）
」
、
「
諸
同
盟
」
、
「
帝
国
首
長
の
政
策
に
対

す
る
批
判
」
、
「
帝
国
首
長
の
解
職
（
》
臨
。
。
o
臨
器
げ
蒙
α
q
）
の
計
画
あ
る
い
は
実
行
」

で
あ
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け
が
与
え
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
著
者
は
、
六
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
示
さ
れ
た
「
政
治
的
異
見
表
明
」
の
あ
り
方

を
、
そ
の
意
義
に
お
い
て
大
き
く
三
つ
に
分
け
る
。
ま
ず
、
「
国
王
不
在
の
会
議
」

や
「
国
王
に
対
抗
し
た
諸
同
盟
」
で
あ
る
。
会
議
の
開
催
や
同
盟
の
締
結
と
い
っ

た
集
団
的
な
方
法
を
通
じ
て
、
選
帝
侯
団
や
そ
の
他
の
帝
国
構
成
員
が
国
王
と
は

異
な
る
政
治
的
立
場
を
表
明
し
、
さ
ら
に
そ
の
根
拠
を
「
帝
国
の
安
寧
」
と
い
っ

た
全
体
の
利
益
に
求
あ
た
こ
と
は
、
帝
国
に
対
す
る
責
任
を
果
さ
な
い
国
王
が

「
無
用
で
あ
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
第
二
に
、
帝
国
首
長
を
承
認
し
な
い
こ
と
に
よ
る
「
政
治
的
異
見
表
明
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
が
廃
位
さ
れ
た
後
の
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
、
さ
ら
に
そ

の
後
の
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
と
ヨ
プ
ス
ト
、
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
と
い
っ
た
複
数
の
王
位
要

求
者
が
存
在
す
る
と
き
に
行
な
わ
れ
た
「
政
治
的
異
見
表
明
」
の
方
法
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
複
数
の
王
位
要
求
者
の
う
ち
、
一
人
の
人
物
を
国
王
で
あ
る
と
承
認

す
る
こ
と
は
、
そ
の
他
の
王
位
要
求
者
に
対
す
る
「
政
治
的
異
見
表
明
」
を
意
味

し
た
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
「
政
治
的
異
見
表
明
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
帝

国
構
成
員
が
自
身
に
有
利
な
王
位
要
求
者
を
選
択
し
、
そ
の
間
で
う
ま
く
立
ち
回

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
帝
国
構
成
員
が
王
権
と
は
別
の
政

治
的
選
択
を
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
国
王
に
よ
っ
て
呼
び
か
け
ら
れ
る
宮
廷
会
議
や
イ
タ
リ
ア
征
行
に
参

加
し
な
い
こ
と
に
よ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
無
視
し
応
じ
な
い
こ
と
に
よ
る
「
政

治
的
異
見
表
明
」
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
治
世
に
お
い
て
は
、
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「
前
」
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
治
世
と
は
異
な
り
、
頻
繁
に
帝
国
内
で
国
王
の
宮

廷
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
国
王
選
出
に
先
立
っ
て
な
さ
れ
た
選
帝

忌
垣
と
の
取
り
決
め
を
守
る
た
め
に
、
イ
タ
リ
ア
征
行
も
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
国
王
の
呼
び
か
け
に
応
じ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
王
の

政
治
に
対
す
る
無
関
心
を
表
明
す
る
者
も
現
れ
た
。
さ
ら
に
、
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
と

マ
イ
ン
ツ
大
司
教
が
国
王
家
領
で
の
政
治
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
よ
う
に
、

国
王
の
宮
廷
会
議
と
い
う
場
で
、
国
王
と
政
治
的
立
場
の
違
う
者
が
「
異
見
」
を

表
明
し
た
こ
と
も
、
そ
の
後
に
王
権
と
は
別
の
政
治
的
選
択
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
に
と
っ
て
、
重
要
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
本
書
の
帰
結
の
う
ち
、
著
者
は
特
に
二
つ
の
点
に
着
目
す
る
。

第
一
に
、
最
も
先
鋭
化
さ
れ
た
「
政
治
的
異
見
表
明
」
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
理
解

さ
れ
る
一
四
〇
〇
年
の
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
の
廃
位
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
で
あ

る
。
国
王
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
は
、
廃
位
さ
れ
、
新
た
な
国
王
が
選
出
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
の
治
世
ま
で
存
命
し
た
。
こ
の
こ
と
は
新
た
に
選
出

さ
れ
た
他
の
国
王
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
、
帝
国
構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
に
有
利

な
国
王
に
味
方
す
る
可
能
性
を
与
え
た
。
第
二
に
、
隠
構
熔
岩
や
そ
の
他
の
帝
国

構
成
員
が
、
国
王
と
は
別
に
帝
国
に
関
す
る
政
治
を
行
な
お
う
と
す
る
兆
し
で
あ

る
。
こ
の
時
代
、
国
王
の
政
策
に
対
す
る
不
満
が
様
々
な
形
で
表
明
さ
れ
、
「
政

治
的
異
見
表
明
」
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
国
王
と
は
異
な

る
政
治
的
立
場
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
王
権
と
は
別
に
政
治
的
選
択
を
な

す
場
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
や
が
て
帝
国
議
会
の
形
成
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
著
者
は
、
国
王
と
帝
国
構
成
員
の
関
係
の
変
化
を
見
て
取
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
最
後
に
、
近
年
の
研
究
動
向
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
本
書
に
関
し
て
紹
介
者
に

よ
る
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
い
。
「
政
治
的
異
見
表
明
」
と
い
う
視
点
は
、

一
見
い
わ
ゆ
る
「
諸
身
分
（
Q
。
繊
詮
。
）
」
が
国
王
に
「
反
抗
」
す
る
側
面
を
強
調

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
「
諸
身
分
」
の
強
調
は
、
国
王
と
「
諸
身
分
」

の
ど
ち
ら
が
政
治
に
関
す
る
主
導
権
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
設
定
か

ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
帝
国
史
に
限
ら
ず
近
年
の
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
国
制
史
砺
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
一
方
的
な
関
係
の
あ
り
方
だ
け
で
は
な
く
、

国
王
と
そ
の
統
治
下
に
あ
る
者
と
の
「
協
働
」
関
係
に
も
目
が
向
け
ら
れ
お
り
、

こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
中
で
改
め
て
王
権
の
持
つ
意
味
も
見
直
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
渡
辺
節
夫
氏
は
、
中
世
の
王
権
の
位
置
付
け
を
考
え
る
上
で
重
要
な

点
と
し
て
、
「
教
会
・
宗
教
の
国
家
統
合
的
機
能
」
、
「
中
央
・
地
方
の
行
政
機
構

の
発
展
」
、
「
『
宮
廷
』
の
機
能
的
重
要
性
」
、
「
王
権
の
権
威
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

意
義
」
、
「
諸
権
力
の
統
合
に
よ
る
王
国
国
制
の
形
成
」
、
「
貴
族
制
の
変
化
を
含
む

身
分
制
的
国
家
構
造
の
形
成
」
、
「
王
権
の
拡
大
と
都
市
の
役
割
」
を
指
摘
し
て
い

　
さ
　る
。
で
は
、
本
書
は
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
と
相
容
れ
な
い
方
向
性
を
持
つ
の
だ

ろ
う
か
。

　
結
論
か
ら
先
に
い
う
な
ら
ば
、
本
書
は
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
を
無
視
す
る
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
著
者
も
ま
た
、

王
権
の
中
心
性
に
関
し
て
国
王
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
を
例
に
挙
げ
、
国
王
の
宮
廷
会
議

の
開
催
中
に
は
帝
国
構
成
員
に
よ
る
そ
の
他
の
集
会
は
開
催
さ
れ
ず
、
中
世
後
期

に
も
依
然
と
し
て
国
王
と
そ
の
宮
廷
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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さ
ら
に
、
こ
の
理
由
と
し
て
、
帝
国
構
成
員
側
の
理
由
、
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
シ

ス
マ
や
フ
ス
派
の
侵
攻
と
い
っ
た
帝
国
規
模
で
の
危
機
の
解
決
を
王
権
に
期
待
し

て
い
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
国
王
が
そ
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

き
、
帝
国
構
成
員
は
「
政
治
的
異
見
表
明
」
を
行
な
い
、
つ
い
に
は
国
王
廃
位
と

い
う
事
態
に
至
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
政
治
的
異
見
表
明
」
の
前
提
に
は
、

常
に
王
権
の
政
策
に
対
す
る
帝
国
構
成
員
の
期
待
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
本
書
も
、
国
王
や
国
王
宮
廷
の
重
要
性
を
顧
慮
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
書
の
独
自
の
視
角
で
あ
る
「
政
治
的
異
見
表
明
」
に
お
い
て
は
、
帝
国
構

成
員
の
王
権
へ
の
異
議
申
し
立
て
と
と
も
に
、
彼
ら
が
王
権
を
必
要
と
す
る
事
情

や
、
王
権
の
政
治
に
寄
せ
る
期
待
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な

　
　
　
　
　
　
　
ア
　

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
本
書
は
そ
の
テ
ー
マ
上
、
王
権
へ
寄
せ
ら
れ
る

期
待
や
王
権
の
揺
る
ぎ
な
い
基
盤
と
い
う
姿
を
積
極
的
に
描
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
本
書
の
価
値
を
論
ず
る
際
、
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
が
十
分
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
い
て
、
本
書
は
様
々
な
史
料
に
基
づ
き
、
国
王
と
帝

国
構
成
員
双
方
の
接
触
を
綿
密
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
国
王
と
い
う
存

在
が
維
持
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
別
の
政
治
的
選
択
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ

が
帝
国
議
会
に
連
な
っ
て
い
く
と
い
う
、
帝
国
国
制
史
の
変
動
の
一
面
が
動
態
的

に
描
き
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
選
帝
侯
団
あ
る
い
は
「
諸
身
分
」

が
国
王
か
ら
一
方
的
に
権
力
を
纂
奪
す
る
と
い
う
、
従
来
の
見
方
と
大
き
く
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
国
王
と
帝
国
構
成
員
の
関
係
の
変
化
を
捉
え
な
お
す
試
み
は
、

今
後
帝
国
国
制
史
に
お
い
て
ま
す
ま
す
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
、
国
王
と
帝
国
構
成
員
双
方
の
事
情
を
顧
慮
し
つ
つ
、
個
別
的
な
ケ
ー
ス

に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
双
方
向
的
な
関
係
が
明
ら
か
に
な
り
、

王
権
と
そ
れ
を
支
え
る
権
力
秩
序
の
あ
り
方
に
つ
い
て
動
態
的
な
考
察
の
可
能
性

が
生
ま
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
の
価
値
は
、
中
世
後
期
の
帝
国
史
を
考
え

る
際
の
新
た
な
視
点
を
提
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
の
点
で
本
書
に
は
一

読
の
価
値
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
（
1
）
著
者
は
本
書
の
基
と
な
っ
た
博
士
論
文
に
よ
っ
て
、
二
〇
〇
二
年
に
ニ
ュ
ル

　
ン
ベ
ル
ク
巨
霊
ア
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。

（
2
）
本
稿
に
お
い
て
は
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
吻
。
野
凶
。
。
鼻
o
O
醤
。
ω
惹
8
」
と

　
い
う
語
に
対
し
て
、
基
本
的
に
は
「
政
治
的
異
見
表
明
」
と
い
う
訳
語
を
付
し

　
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
お
い
て
「
異
見
表
明
」
と
い
う
態
度
の
表
明
だ

　
け
で
は
な
く
、
国
王
に
対
す
る
実
力
行
使
を
意
味
し
て
「
O
竈
。
ω
駐
。
E
と
い
う

　
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
本
稿
の
な
か
で
は
「
反
抗
・

　
抵
抗
・
対
抗
」
と
い
う
、
よ
り
積
極
的
に
意
味
を
打
ち
出
し
た
。

（
3
）
本
書
に
お
い
て
は
、
帝
国
の
紐
帯
の
頂
点
に
立
つ
者
に
「
帝
国
首
長
」
、
「
ロ
ー

　
マ
王
」
あ
る
い
は
「
国
王
」
と
い
う
い
く
つ
か
異
な
る
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い

　
る
。
著
者
の
表
記
を
見
る
と
、
「
帝
国
首
長
」
は
帝
国
規
模
の
問
題
に
対
応
す
べ

　
き
一
つ
の
役
職
（
帥
臣
酔
）
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
国

　
王
」
と
表
記
す
る
際
は
、
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
人
物
を
表
す
一
つ
の
称
号

　
で
あ
り
、
「
ロ
ー
マ
王
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
は
、
皇
帝
戴
冠
が
問
題
と
な
り
う

　
る
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
も
本
書
の
表
記
に
従
っ

　
て
こ
れ
ら
の
語
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
4
）
「
国
王
不
在
の
会
議
（
際
O
巳
q
q
。
。
回
自
臼
同
帥
σ
q
）
」
と
は
、
研
究
上
分
類
さ
れ
る
会

　
議
の
一
つ
の
種
類
で
あ
る
。
こ
の
会
議
は
、
国
王
の
関
与
な
し
に
、
特
に
選
一

　
侯
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
的
な
関
心
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
帝
国
に
関
す

　
る
問
題
」
を
話
し
合
う
場
と
し
て
機
能
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
国
王
不
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在
の
会
議
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
で
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
横
川
大

　
輔
「
〕
四
世
紀
末
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
国
王
不
在
の
会
議
象
①
客
巳
σ
q
。
。
蕊
磐

　
寄
。
q
o
』
1
］
五
世
紀
以
降
の
帝
国
国
制
史
に
関
す
る
予
備
的
考
察
一
」
『
北
大
史

　
学
』
四
四
号
、
二
〇
〇
四
年
、
四
三
～
六
五
頁
。

（
5
）
こ
の
時
代
の
選
帝
侯
団
は
、
マ
イ
ン
ツ
、
ケ
ル
ン
、
ト
リ
ー
ア
と
い
う
三
人

　
の
大
司
教
と
宮
中
伯
の
四
人
が
帝
国
西
部
（
ラ
イ
ン
地
域
）
に
、
ザ
ク
セ
ン
、

　
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
、
べ
ー
メ
ン
と
い
う
そ
の
他
三
人
の
選
帝
侯
が
帝
国
北
東

　
部
に
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
地
理
的
な
隔
た
り
に
よ
っ
て
、
選
帝
侯
団
内
部
で

　
の
関
心
の
あ
り
方
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
選

　
帝
侯
団
内
部
で
の
地
理
的
隔
た
り
に
よ
り
、
数
の
上
で
は
優
勢
と
な
る
帝
国
西

　
部
の
四
人
の
選
帝
侯
は
ラ
イ
ン
選
帝
侯
、
そ
の
他
三
人
の
選
帝
侯
は
東
方
選
帝

　
侯
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
6
）
渡
辺
節
夫
「
序
」
同
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
権
力
編
成
と
展
開
』
東
京
大

　
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。

（
7
）
同
様
の
点
を
、
朝
治
・
服
部
両
氏
も
指
摘
し
て
い
る
。
朝
治
啓
三
・
服
部
良

　
久
「
書
評
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
権
力
編
成
と
展
開
』
」
『
西
洋
史
学
』
二
一
二
、

　
二
〇
〇
三
年
、
九
二
～
九
七
頁
。
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